
桐根証明書付き

プリンセスツリーまたはエンプレスツリーとしても知られる桐の木は、その成長の早さ、装飾の美しさ、多用途な用途で高く評価されている注目すべき樹種です。成長速度が速く、
高品質の木材で、見事な花を咲かせる桐の木は、商業用木材生産と造園プロジェクトの両方で人気があります。この素晴らしい木を植えて栽培するための包括的なガイドは次のと
おりです。

植え付け方法:

種子の植え付け: 秋に成熟した桐の木から種子を採取し、春まで涼しく乾燥した場所に保管します。種子を水に浸し、30〜60日間冷蔵して層状にします。春先に水1.
はけの良い用土を詰めた播種トレイやポットに種をまき、本葉が数枚展開したら苗を移植します。

発根した挿し木：春または初夏に成熟した桐の木から挿し木を取り、発根ホルモンに浸し、水はけの良い鉢植えの混合物に植えます。根が発達したら、挿し木をより大2.
きな容器に移植するか、地面に直接移植します。

裸根移植：苗床から裸根の桐の苗を購入し、根を水に浸し、根鉢より少し大きめの穴に植えます。植え付け後はたっぷりと水を与え、土が常に湿った状態に保ってくだ3.
さい。

コンテナ植え 苗木店からコンテナに入った桐の苗を購入し、水はけの良い用土を入れたコンテナに植え、たっぷりと水を与えます。苗がコンテナを超えたら、地面に移4.
植します。

栽培のヒント:

最適な成長のためには、日当たりの良い場所と水はけの良い土壌を選択してください。

植えたばかりの苗には定期的に水を与え、根を健康に保ちます。

木の根元にマルチをかけて湿気を保ち、雑草を抑制します。

木の成長と健康を促進するために、バランスのとれた肥料を与えます。

樹形を維持し、強い枝ぶりを促すために、必要に応じて樹木を剪定します。

桐の木は、さまざまな気候や環境に適応し、再生可能な資源としての持続可能性があるため、あらゆる庭や景観に貴重なアクセントを加えることができます。木材生産、観賞用の
美しさ、または環境上の利点のいずれの目的で栽培されたとしても、桐の木は、その早い成長、高品質の木材、そして見事な花で必ず人々を感動させるでしょう。このガイドに記
載されている植栽と栽培のヒントに従うことで、立派な桐の木を上手に育て、その多くの利点を楽しむことができます。

さまざまな種類の桐の根と切り株を提供できます。

詳細については私に連絡してください

Whatsapp: 0086 18265096516



電子メール: chen@fortunewoods.com


